
4
2008

No.30

下水道を利用できる範囲が拡大！…２

地域福祉計画を策定します…６

サンライフ伊勢受講生を募集…12

健康づくり通信 ……………14

情報コーナー ………………16

まちの話題 …………………24

広　報広　報

伊勢市が初代王者に！
3月16日、県下29市町が参加し、「美し国三重　市町対抗駅伝」が盛大に開

催されました。

県庁前（津市）から県営総合競技場（伊勢市）までの区間を、10人のランナ

ーが心を一つにしてタスキをつなぎ、伊勢市の選手たちは、前評判どおりの活

躍を見せ、見事に初代王者の栄冠を手にしました。

沿道からは選手の皆さんに温かい声援が送られ、県民が一体となった一日と

なりました。

月号

「広報いせ」は、市のホームページ(http://www.city.ise.mie.jp)でもご覧いただけます。 再生紙(古紙100%)を使用しています。



次
の
地
区
で
は
、
工
事
が
完

了
し
た
と
こ
ろ
か
ら
順
に
、
下

水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
全
体

で
約
29
％
の
人
が
下
水
道
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
４
月
１
日
供
用
開
始

船
江
１
丁
目

■
６
月
１
日
供
用
開
始
予
定

河
崎
１
丁
目
、
船
江
１
丁
目
、

宮
後
２
丁
目
・
３
丁
目

■
７
月
１
日
供
用
開
始
予
定

船
江
４
丁
目
、
本
町
、
宮
後
１

丁
目
・
３
丁
目
、
一
之
木
３
丁

目
・
５
丁
目

■
８
月
１
日
供
用
開
始
予
定

船
江
４
丁
目
、竹
ヶ
鼻
町
、小
木
町

※
各
地
区
と
も
、
一
部
の
地
域

に
限
り
ま
す
。（
下
図
参
照
）

下
水
道
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
排
水
設
備
工
事
（
３
ペ
ー
ジ

参
照
）
を
行
い
、
汚
水
量
に
応
じ

て
下
水
道
使
用
料
（
４
ペ
ー
ジ

参
照
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
下
水
道
が
利

用
で
き
る
区
域
に
土
地
や
家
屋

を
所
有
し
て
い
る
人
な
ど
は
、

受
益
者
負
担
金
（
５
ペ
ー
ジ
参

照
）
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

森
・
清
流
・
海
に
守
ら
れ
た
環
境
先
進
市
を
目
指
す
伊
勢
市
で
は
、
伊
勢
湾
･
河
川
・
水
路
な
ど
の
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
と
、
居
住
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
て
、
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

下
水
道

下
水
道
を
利
用
で
き
る

を
利
用
で
き
る
範
囲
範
囲
が
拡
大
！

拡
大
！ 
下
水
道

下
水
道
を
利
用
で
き
る

を
利
用
で
き
る
範
囲
範
囲
が
拡
大
！

拡
大
！ 
下
水
道
を
利
用
で
き
る
範
囲
が
拡
大
！ 

●
新
た
に
利
用
で
き
る
区
域

下
水
道
建
設
課
下
水
道
第
一
係
（
1
$2
１
５
３
０
）

平成20年４月号 2

供用開始区域図

４月１日供用開始区域 

６月１日供用開始予定区域 

７月１日供用開始予定区域 

８月１日供用開始予定区域 

すでに供用開始されている区域 

下水道マスコットキャラクター「スイスイ」
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下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ

た
区
域
内
で
は
、
家
庭
や
事
業

所
な
ど
か
ら
出
る
排
水
を
下
水

道
管
へ
流
す
た
め
、
「
排
水
設

備
」
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出

る
排
水
を
、
公
共
下
水
道
へ
の

入
口
で
あ
る
「
公
共
汚
水
ま
す
」

へ
排
出
す
る
配
管
の
こ
と
で
す
。

下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た

ら
、
速
や
か
に
排
水
設
備
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
供
用
が
開
始
さ
れ
た

区
域
に
建
物
を
所
有
し
て
い

て
、
ま
だ
排
水
設
備
工
事
を
し

て
い
な
い
人
は
、
早
急
に
工
事

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
の
排
水
設
備

は
、
個
人
の
施
設
・
財
産
で
す

の
で
、
自
費
で
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
水
洗
化
支
援
制
度
の
対
象
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
下
記

参
照
）

排
水
設
備
工
事
は
、
専
門
知

識
と
技
術
を
持
っ
た
「
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」

が
専
属
す
る
「
伊
勢
市
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で
な

け
れ
ば
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

新
た
に
供
用
を
開
始
す
る
区

域
の
皆
さ
ん
に
は
、
指
定
工
事

店
の
一
覧
表
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
工
事
を
す
る
場
合
は
、
指

定
工
事
店
の
中
か
ら
施
工
業
者

を
選
ん
で
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
の
方
法
・
期
間
・
費
用

な
ど
は
指
定
工
事
店
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
工
事
を
依
頼
す

る
際
に
は
、
見
積
金
額
だ
け
で

な
く
、
施
工
内
容
を
よ
く
確
認

す
る
と
と
も
に
、
施
工
後
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
も
よ
く
お
考

え
の
上
、
契
約
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

①
工
事
を
始
め
る
前
に
、
あ
ら

か
じ
め
、
市
へ
「
排
水
設
備
等

計
画
確
認
申
請
書
」
を
提
出
し
、

「
計
画
確
認
通
知
書
」
の
交
付

を
受
け
て
か
ら
着
工
し
て
く
だ

さ
い
。

②
工
事
を
完
了
し
た
ら
、
「
排

水
設
備
等
工
事
完
了
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
市
が
現
地
検
査
を
行
い
、
問

題
が
な
け
れ
ば
「
排
水
設
備
等

検
査
済
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
「
公
共
下
水
道
使
用

開
始
届
」
を
提
出
す
れ
ば
使
用

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

排
水
設
備
を
設
置
す
る
皆
さ

ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

資
金
の
支
援
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、

排
水
設
備
等
計
画
確
認
申
請
書

を
提
出
す
る
と
き
に
、
同
時
に

申
し
込
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行

う
家
屋
の
所
有
者
、
ま
た
は
所

有
者
の
同
意
を
得
た
賃
借
人
な

ど融
資
あ
っ
せ
ん
額

１
件
に
つ

き
１
０
０
万
円
以
内

償
還
期
間

60
カ
月
以
内

融
資
利
率

年
１
％
（
金
融
機

関
が
指
定
す
る
貸
付
保
証
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
）

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

要
件

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

②
障
が
い
者
世
帯
・
高
齢
者
世

帯
・
一
人
親
世
帯
で
、
世
帯
員

全
員
の
前
年
の
収
入
が
生
活
保

護
基
準
の
１
・
５
倍
以
下
で
あ

る
　
な
ど

雨
水
の
流
出
抑
制
と
資
源
の

有
効
利
用
を
目
的
に
、
排
水
設

備
工
事
を
行
う
際
に
不
用
と
な

る
浄
化
槽
を
、
雨
水
タ
ン
ク

（
庭
の
散
水
な
ど
の
た
め
に
雨

水
を
た
め
て
お
く
水
槽
）
と
し

て
再
利
用
す
る
た
め
の
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
排
水
設
備
工
事

下
水
道
施
設
管
理
課
排
水
設
備
係
（
1
$2
１
５
３
８
）

速
や
か
に
設
置
を

排
水
設
備
と
は

工
事
は
指
定
工
事
店
で

水
洗
化
支
援
制
度

工
事
に
か
か
る
手
続
き

費
用
は
自
費
負
担
で

水
洗
便
所
等
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

水
洗
便
所
等
改
造
資
金

助
成
制
度

浄
化
槽
を
雨
水
タ
ン
ク

に
転
用
す
る
工
事
費
を

補
助
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排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
、

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
流
さ
れ
た
汚
水
の
量

に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
下
表

①
参
照
）

下
水
道
使
用
料
は
、
汚
水
を

き
れ
い
な
水
に
浄
化
し
た
り
、

下
水
道
管
を
補
修
す
る
た
め
の

費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、
２
カ
月

分
を
ま
と
め
て
請
求
し
ま
す
。

口
座
振
替
ま
た
は
納
入
通
知

書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

汚
水
量
は
、
次
の
方
法
で
認

定
し
ま
す
。

◆
水
道
水
を
使
用
す
る
場
合

水
道
水
の
使
用
水
量
を
汚
水

量
と
し
ま
す
。

◆
井
戸
水
を
使
用
す
る
場
合

店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
は
、

市
が
設
置
す
る
測
定
機
器
（
メ

ー
タ
ー
）
で
測
定
し
た
水
量
を

汚
水
量
と
し
ま
す
。

一
般
家
庭
で
は
、
世
帯
員
数

に
応
じ
て
汚
水
量
を
認
定
し
ま

す
。（
下
表
②
参
照
）

◆
水
道
水
と
井
戸
水
を
併
せ
て

使
用
す
る
場
合

店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
水
量
の
合
計

を
汚
水
量
と
し
ま
す
。

一
般
家
庭
の
場
合
は
、
下
水

道
接
続
時
に
料
金
課
へ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
、
使

用
水
量
と
汚
水
量
が
著
し
く
異

な
る
場
合
は
、
手
続
き
を
す
れ

ば
減
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
か
ら
、
業
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
下
水
道
使
用
料

（
農
業
集
落
排
水
事
業
使
用
料

を
含
む
）
の
窓
口
業
務
と
徴
収

業
務
の
一
部
を
民
間
事
業
者
へ

委
託
し
ま
す
。
（
委
託
業
者
は

「
伊
勢
市
お
し
ら
せ
版
」
４
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

民
間
事
業
者
が
業
務
を
行
う

と
き
に
は
、
市
が
発
行
す
る
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
、
制
服
を

着
用
し
ま
す
。

●
下
水
道
使
用
料

上
下
水
道
部
料
金
課
上
下
水
道
料
金
係
（
1
$2
１
５
０
１
）

基本使用料　20m
3
まで 

従量使用料　21m
3
～40m

3
 

　　　　　　41m
3
～44m

3
 

小　　　計 

2,000円…① 

130円×20m
3
＝2,600円…② 

150円×04m
3
＝0,600円…③ 

5,200円…③ 

下水道使用料…5,200円×1.05＝5,460円 

◆２カ月分の汚水量が44m
3
の場合（旧伊勢市・二見町・御薗町） 

下水道使用料の計算例

表①　下水道使用料の単価　　　　　　　　　　　　　　　（２カ月分）

※下水道使用料は、基本使用料および従量使用料の合計額に1.05を乗じて得
た金額（1円未満切り捨て）です。 
※上表は一般用の単価です。公衆浴場や臨時用（仮設事務所で下水道を使用
する場合など）は単価が異なります。 
※二見町で農業集落排水を使用している場合の使用料についても、単価は上
表と同じです。 

2,000円 

130円 

150円 

180円 

210円 

245円 

280円 

金　額 

2,000円 

40円 

90円 

110円 

130円 

20m3まで 

 21m3～40m3 

 41m3～ 60m3 

 61m3～100m3 

101m3～200m3 

201m3～1,000m3 

1,000m3超え 

汚水排除量 

20m3まで 

 21m3～ 40m3 

 41m3～100m3 

101m3～120m3 

120m3超え 

基本使用料 

 

 

従量使用料 

（1m3につき） 

区　分 

基本使用料 

 

従量使用料 

（1m3につき） 

区　域 

旧伊勢市 

二見町 

御薗町 

小俣町 

汚
水
量
の
認
定

納
付
方
法

下
水
道
使
用
料
の

窓
口
・
徴
収
業
務

の
一
部
を
委
託
託

表②　汚水量の算定表

（井戸水を使用する場合）

世帯の人数

1人目

2人目以降

4人目以降

認定水量

1カ月につき10ｍ3

1人につき6ｍ3加算

1人につき4ｍ3加算
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下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、

そ
の
地
域
の
生
活
環
境
は
改
善

さ
れ
、
衛
生
的
で
快
適
な
も
の

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
は
、
道
路

や
公
園
な
ど
の
施
設
と
は
異
な

り
、
整
備
さ
れ
た
区
域
の
人
し

か
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
利
益
を
受
け
る
人
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
下
水
道
の
建
設

費
を
税
金
だ
け
で
ま
か
な
う
こ

と
は
公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、下
水
道
整
備
に
よ
り

利
益
を
受
け
る
人
が
、
建
設
費

の
一
部
を
負
担
す
る
受
益
者
負

担
金
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ

る
区
域
で
受
益
者
と
な
る
人

（
土
地
や
家
屋
の
所
有
者
な
ど
）

は
、
受
益
者
負
担
金
を
納
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
い
せ
第
２
負
担
区

河
崎
１
丁
目
、
船
江
１
丁
目
・
４

丁
目
、
本
町
、
宮
後
１
丁
目
・
２

丁
目
・
３
丁
目
、
一
之
木
３
丁

目
・
５
丁
目
、
竹
ヶ
鼻
町
、
小

木
町

◆
二
見
負
担
区

二
見
町
山
田
原
・
溝
口
・
荘

◆
小
俣
負
担
区

小
俣
町
明
野

※
各
地
区
と
も
、
一
部
の
区
域

に
限
り
ま
す
。（
い
せ
第
２
負
担

区
に
つ
い
て
は
、
２
ペ
ー
ジ
の

供
用
開
始
区
域
図
参
照
）

受
益
者
負
担
金
を
納
付
す
る

対
象
と
な
る
人
に
は
、
郵
送
で

通
知
し
ま
す
。

通
知
さ
れ
た
内
容
に
よ
り
、

申
告
や
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

る
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
賦
課
対
象
区
域

（
い
せ
第
２
負
担
区
・
二
見
負

担
区
）
の
受
益
者
負
担
金
は
、

左
表
の
と
お
り
、
平
成
20
年
９

月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で
の

３
年
間
（
11
回
）
で
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆いせ第２負担区
単位負担金額（１㎡につき５０８円）×土地の面積（㎡）
例）土地の面積が１６５㎡（約50坪）の場合
５０８円×１６５㎡＝８３，８００円（１００円未満は切り捨て）

◆二見負担区
一般家庭１件につき、１５０，０００円　※事業所などについては別途算定します。
◆小俣負担区
１世帯８０，０００円
（ただし、供用開始告示前は２０，０００円）※事業所などについては事業所加算があります。

な
お
、
一
括
納
付
を
す
る
場

合
は
、
報
奨
金
制
度
が
あ
り
、

報
奨
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額

を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
早
い
時
期
に
一
括
納
付
す
る

こ
と
で
、
報
奨
金
が
高
く
な
り
、

負
担
金
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
小
俣
負
担
区
は
一
括
納
付
が

基
本
で
あ
る
た
め
、
報
奨
金
制

度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
受
益
者
負
担
金

上
下
水
道
部
料
金
課
下
水
道
負
担
金
係
（
1
$2
１
５
０
３
）

受
益
者
負
担
金
制
度

平
成
20
年
度
の
受
益
者

負
担
金
賦
課
対
象
区
域

賦
課
対
象
者
に
通
知

納
付
方
法

納付期間 

9/1 

 

9/30

１期 

納付 
期間 

期別 

12/1 

 

12/26

２期 

3/1 

 

3/31

３期 

6/1 

 

6/30

１期 

9/1 

 

9/30

２期 

初年度 
（平成20年度） 

２～３年目 
（平成21・22年度)

12/1 

 

12/26

３期 

3/1 

 

3/31

４期 

〜
 

〜
 

〜
 

〜
 

〜
 

〜
 

〜
 

受益者負担金の計算方法

報奨金率 

第１期 

第２期 

第３期 

第１期 

初年度 

次年度 

9.0% 

7.4% 

5.9% 

4.6%

納期 報奨金率 
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市
民
が
福
祉
に
対
し
て
求
め

る
こ
と
も
多
様
化
し
、
こ
れ
ま

で
行
政
な
ど
が
行
っ
て
き
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
救
い

き
れ
な
い
人
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
障
が
い
の

有
無
や
、
性
別
・
年
齢
の
違
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
誰
も
が
生
き
生
き
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

共
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
地

域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
地
域
に
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
障

が
い
が
あ
る
人
、
子
育
て
中
の

人
な
ど
、
安
定
・
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
支
え
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
、
誰

が
、
ど
の
よ
う
に
支
え
る
べ
き

な
の
か
、
ま
た
、
地
域
住
民
・

行
政
・
福
祉
関
係
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
役
割
は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
な
ど
に

つ
い
て
、
今
後
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域

福
祉
を
支
え
る
担
い
手
と
し

て
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地

域
の
福
祉
課
題
な
ど
を
考
え
、

そ
の
解
決
に
向
け
た
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
は
、「
行
政
が

何
を
す
る
の
か
」
を
定
め
る
計

画
と
は
違
い
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
福
祉
関
係
者
な
ど
と
行
政
が

協
働
し
て
地
域
の
福
祉
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
策
定
す
る
計

画
で
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
福
祉
法
で

は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
や
、
広
く
関
係
者
の

意
見
を
反
映
さ
せ
て
計
画
を
つ

く
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
計
画
の
策
定
に
当

た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
区
懇

談
会
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
計

画
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
誰
に
で
も
優
し
い

福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
た

「
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

計
画
を
策
定
し
、
真
の
福
祉

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

今
日
の
地
域
社
会
は
、
急
激

な
少
子
高
齢
化
、
家
族
形
態
の

変
化
、
経
済
状
況
の
変
化
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す 
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す 
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す 

す
べ
て
の
人
が
生
き
生
き
と 

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
計
画
の
策
定
に 

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す 

生
活
支
援
課
（
1
@1
５
５
５
７
）

地域福祉計画策定推進委員を募集します

誰
も
が
地
域
で
生
き
生
き
と

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

皆
さ
ん
が
主
人
公
で
す

市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
計
画
で
す

対　　象 ４月１日現在、市内在住の20歳以上で、地域福祉に

関心がある人

募集人数 ２人程度

申し込み ４月21日（月）までに、応募用紙（生活支援課にありま

す）を生活支援課へ

審査方法 応募用紙に記入した小論文（800字程度）による審査
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外
出
時
に
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
交
通

機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

が
、
リ
フ
ト
ま
た
は
寝
台
付
き
の
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
市
が
交
付
す

る
「
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
」

を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
２
７
０
０
円
分
の
助

成
券
を
24
枚
交
付
し
、
１
回
の
利
用
に

つ
き
１
枚
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
20
年
度
は
、
１
０
０
０
円

分
の
助
成
券
を
72
枚
交
付
し
、
１
回
の

利
用
に
つ
き
、
６
枚
（
６
０
０
０
円
分
）

ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

交
付
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
65
歳
以
上
で
、
寝
た
き
り
ま
た
は
歩

く
こ
と
が
で
き
な
い
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
（
下
肢
機
能
障
が

い
・
体
幹
機
能
障
が
い
の
１
〜
３
級
）

を
持
っ
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
で
、
外

出
時
に
車
い
す
ま
た
は
移
動
寝
台
車
を

必
要
と
す
る
人

交
付
枚
数

１
０
０
０
円
分
の
助
成
券

を
、
１
年
に
つ
き
72
枚

※
年
度
途
中
に
申
請
し
た
場
合
は
、
交

付
枚
数
が
異
な
り
ま
す
。

助
成
券
の
使
用

１
回
の
利
用
に
つ
き

６
枚
ま
で

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
に
つ
い
て

は
、
助
成
券
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

申
請
先

①
長
寿
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

②
障
が
い
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
福
祉

健
康
課

持
ち
物

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

（
②
に
該
当
す
る
人
の
み
）、
平
成
19
年

度
分
の
助
成
券
（
平
成
19
年
度
に
交
付

を
受
け
た
人
の
み
）

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
市
内

で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
市
が

交
付
す
る
「
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料

金
助
成
券
」
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
付
対
象

次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人

●

身
体
障
害
者
手
帳
（
下
肢
機
能
障
が

い
・
体
幹
機
能
障
が
い
・
視
覚
障
が
い

の
１
・
２
級
、
内
部
障
が
い
の
１
級
）

●

療
育
手
帳
Ａ

●

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

交
付
枚
数

６
０
０
円
分
の
助
成
券

を
、
１
年
に
つ
き
36
枚

※
年
度
途
中
に
申
請
し
た
場
合
は
、
交

付
枚
数
が
異
な
り
ま
す
。

助
成
券
の
使
用

１
回
の
利
用
に
つ
き

１
枚
ま
で

申
請
先

障
が
い
福
祉
課
・
各
総
合
支

所
福
祉
健
康
課

持
ち
物

印
鑑
、
該
当
す
る
手
帳
、
平

成
19
年
度
分
の
助
成
券
（
平
成
19
年
度

に
交
付
を
受
け
た
人
の
み
）

※
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け
て
い

る
人
、
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
人
は
、

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

リフト付タクシー料金助成券・
重度障害者タクシー料金助成券を交付
リフト付タクシー料金助成券・
重度障害者タクシー料金助成券を交付
障がい福祉課（1@15558）

長寿課（1@15559）

二見総合支所福祉健康課（1$21113）

小俣総合支所福祉健康課（1@27862）

御薗総合支所福祉健康課（1@20261）

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
券

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
券
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シ
リ
ー
ズ 

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り 

地
域
内
分
権
推
進
課
（
1
@1
５
５
６
３
）

薄
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景

が
あ
る
中
で
、
防
災
・
防
犯
な

ど
、
自
治
会
の
枠
を
超
え
た
課

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
の
課
題

を
住
民
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
、

解
決
に
向
け
て
行
動
し
、
地
域

の
実
態
に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
愛
着
や
誇
り

の
持
て
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

具
体
的
な
仕
組
み
と
し
て
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
住

民
の
力
を
結
集
し
、
実
行
に
移

す
組
織
「
地
区
み
ら
い
会
議
」

を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

そ
し
て
、
市
は
、
地
区
み
ら

い
会
議
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、「
み
ら
い
づ
く
り
資
金
」
を

交
付
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
市
と
地
域
と
の
役
割

分
担
や
、
み
ら
い
づ
く
り
資
金

な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
（
詳
し
く

は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
改
め
て

説
明
し
ま
す
）

※
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

す
で
に
県
内
の
他
市
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
政
の
基
本
方
針
に
掲
げ
て

い
る
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
今
月
号
か
ら
シ
リ

ー
ズ
で
、
そ
の
考
え
方
や
背
景
、

具
体
的
な
内
容
を
お
伝
え
し
ま

す
。地

域
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体

に
な
っ
て
、
市
役
所
や
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
と
力
を
出
し
合
い
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
こ
う
し

た
い
」
と
い
う
思
い
を
実
現
す

る
た
め
の
取
り
組
み
の
こ
と
で
、

地
域
内
分
権
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
世
帯
構
造
の

変
化
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

地
区
み
ら
い
会
議

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
と
は

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

行
財
政
基
盤
を
整
え
る
こ
と

も
合
併
の
目
的
の
１
つ
で
す

が
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
始

め
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
で
は
、
市
民

の
意
欲
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

せ
る
よ
う
、「
市
民
の
こ
う
し
た

い
が
ま
ち
を
動
か
す
し
く
み
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

「
大
き
な
自
治
」（
市
全
体
の

政
策
）
を
進
め
な
が
ら
、「
小

さ
な
自
治
」
（
ふ
る
さ
と
未
来

づ
く
り
）
を
強
め
て
い
く
こ
と

が
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
き
な
自
治
と
小
さ
な
自
治
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猟
犬
と
は
、
狩
猟
の
と
き
に

鳥
獣
を
追
っ
た
り
捕
ら
え
た
り

す
る
犬
で
、
鳥
猟
に
は
ポ
イ
ン

タ
ー
や
セ
ッ
タ
ー
な
ど
、
獣
猟

に
は
ビ
ー
グ
ル
な
ど
が
よ
く
使

わ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
紀
州

犬
な
ど
も
狩
猟
に
使
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
純
血
種
の

ほ
か
、
保
健
所
に
保
護
さ
れ
る

猟
犬
の
中
に
は
雑
種
の
犬
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

車
通
り
の
多
い
道
路
や
市
街

地
で
は
あ
ま
り
見
掛
け
ま
せ
ん

が
、
狩
猟
が
で
き
る
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
野
山
付
近
の
道

路
や
住
宅
地
で
は
、狩
猟
期（
11

月
15
日
〜
２
月
15
日
）
と
そ
の

後
の
期
間
に
、
猟
犬
ら
し
き
犬

が
現
れ
、
保
護
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
か
ら
「
猟
犬
ら

し
き
犬
を
見
掛
け
た
」
と
い
う

通
報
が
寄
せ
ら
れ
た
り
、
狩
猟

を
し
て
い
る
人
か
ら
「
狩
猟
中

に
犬
と
は
ぐ
れ
て
探
し
て
い
る

が
見
付
か
ら
な
い
の
で
、
保
護

さ
れ
た
ら
連
絡
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
通
報
が
多
い
の
も
こ
の

時
期
で
す
。

◆
保
健
所
へ
連
絡
を

猟
犬
ら
し
き
犬
を
見
掛
け
た

ら
、
安
易
に
近
付
い
た
り
せ
ず
、

犬
の
特
徴
、
見
掛
け
た
日
時
・

場
所
な
ど
を
保
健
所
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
迷
い
犬
の
連
絡
は
速
や
か
に

狩
猟
中
に
犬
が
は
ぐ
れ
て
も

「
そ
の
う
ち
帰
っ
て
く
る
だ
ろ

う
」
と
考
え
、
保
健
所
に
連
絡

し
な
い
飼
い
主
が
い
ま
す
。
犬

が
い
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
保
健
所
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
連
絡
先
の
表
示
を

猟
犬
に
は
、飼
い
主
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
た
首

輪
を
着
け
る
か
、
飼
い
主
と
犬

の
情
報
を
入
力
し
た
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
の
登
録
と
注
射
を

狩
猟
中
に
は
ぐ
れ
た
犬
が
保

健
所
に
保
護
さ
れ
、
飼
い
主
が

判
明
し
て
返
還
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

返
還
手
続
き
を
す
る
と
き
は
、

犬
の
登
録
番
号
と
狂
犬
病
予
防

注
射
番
号
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
登
録
や
注
射
を
し
て
い
な

い
犬
が
多
く
い
ま
す
。

ま
だ
登
録
や
注
射
を
済
ま
せ

て
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
妊
手
術
・
去
勢
手
術
を

「
猟
犬
が
子
犬
を
産
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
処
分
し
て
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
、
子
犬
を
保
健
所
へ

持
ち
込
む
飼
い
主
が
い
ま
す
。

命
を
大
切
に
す
る
精
神
、
動

物
愛
護
の
精
神
を
養
い
、
望
ま

れ
な
い
子
犬
が
産
ま
れ
る
の
を

避
け
る
た
め
、
不
妊
手
術
ま
た

は
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
所
や
市
役
所
・
警
察
署

に
、
「
庭
に
犬
が
迷
い
込
ん
で

き
た
の
で
保
護
し
て
ほ
し
い
」

「
犬
と
散
歩
し
て
い
た
ら
野
犬

に
追
い
掛
け
ら
れ
た
」
「
つ
な

い
で
あ
っ
た
飼
い
犬
が
野
犬
に

襲
わ
れ
た
」
と
い
う
通
報
が
し

ば
し
ば
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
通
報
を
受
け
て

調
査
を
し
に
行
く
と
、
「
雑
種

の
犬
だ
け
ど
、
首
輪
を
し
て
い

て
見
る
か
ら
に
飼
い
犬
」
「
飼

い
主
に
捨
て
ら
れ
て
野
山
を
さ

ま
よ
っ
て
い
た
の
か
、
薄
汚
れ

て
し
ま
っ
た
犬
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
犬
を
見
掛
け
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
特
徴
の
あ
る

犬
が
い
ま
す
。

毎
年
同
じ
よ
う
な
時
期
に
野

山
付
近
に
現
れ
、
体
が
薄
汚
れ

て
い
て
、
人
慣
れ
し
て
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
乗
り
慣
れ
、
そ
し

て
首
に
発
信
器
が
着
い
て
い
る

犬
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
こ
の
犬
が
何
だ

か
分
か
り
ま
す
か
。

そ
れ
は
、「
猟
犬
」
で
す
。

今
月
号
で
は
、
猟
犬
を
見
掛

け
た
と
き
の
対
応
や
、猟
犬
を
飼

う
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
指
導
課
（
1
@7
５
１
５
１
）

環
境
課
（
1
@1
５
５
４
１
）

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

動
物
相
談

動
物
相
談

〜
猟
犬
〜

〜
猟
犬
〜

猟
犬
が
よ
く
現
れ
る
時
期

猟
犬
が
よ
く
現
れ
る
時
期

猟
犬
を
見
掛
け
た
ら

猟
犬
を
見
掛
け
た
ら

猟
犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

猟
犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

猟
犬
と
は

猟
犬
と
は
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「
燃
え
る
ご
み
」
と
し
て
出

さ
れ
た
資
源
化
で
き
る
紙
類
等

の
多
く
は
「
雑
紙
類
」
で
す
。

こ
の
「
紙
類
等
」
を
資
源
ご
み

と
し
て
き
ち
ん
と
分
別
す
れ

ば
、
市
全
体
で
年
間
約
４
０
０

０
ト
ン
の
ご
み
の
量
が
減
り
、

家
庭
で
使
う
指
定
ご
み
袋
の
枚

数
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
か
ら
、
紙
類
等
の
分
け

方
を
変
更
し
ま
す
。

●
今
ま
で
は
、
新
聞
と
折
込
チ

ラ
シ
を
分
け
て
出
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
を
一
緒
に
し
、

「
新
聞
・
折
込
チ
ラ
シ
」
と
し

て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

●
「
雑
誌

ざ

っ

し

類
」
の
名
称
を

「
雑
誌

ざ

っ

し

・
雑
紙

ざ

つ

か

み

類
」
に
変
更
し

ま
す

※
な
お
、「
段
ボ
ー
ル
」「
紙
パ

ッ
ク
」
「
綿
製
品
」
は
、
今
ま

で
ど
お
り
で
す
。

１
月
に
調
査
し
た
結
果
、
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
「
燃
え
る
ご

み
」
の
う
ち
、
資
源
化
で
き
る

「
紙
類
等
」
が
約
15
％
を
占
め

て
い
ま
し
た
。

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！ 

ご
み
の
減
量
の
た
め
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら

新
聞
と
チ
ラ
シ
が
一
緒
に

出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！

雑
紙
類
の
分
別
徹
底
を

３
歳
下
の
わ
た
し
の
弟
は
、

重
度
心
身
障
が
い
者
で
す
。
弟

は
、
わ
た
し
と
同
じ
学
校
の
特

別
支
援
教
室
で
、
毎
日
元
気
に

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
家
で
も
、

わ
た
し
と
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン

争
い
を
す
る
く
ら
い
、
と
て
も

元
気
な
弟
で
す
。
で
も
、
同
じ

学
年
の
子
た
ち
よ
り
、
遅
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
言
葉
が
う
ま
く
使
え
な

か
っ
た
り
、
周
り
の
人
の
話
が

分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
落
ち
着

き
が
な
か
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
れ
で
も
、
わ
た
し
や
わ
た

し
の
家
族
は
、
弟
と
一
緒
に
何

度
も
繰
り
返
し
練
習
し
た
り
、

弟
が
分
か
る
ま
で
話
し
た
り
し

て
、
弟
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
で
も
、
周
り
の

人
た
ち
は
違
い
ま
す
。

弟
は
、
人
混
み
に
出
掛
け
る

と
、
時
々
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し

て
、
奇
声
を
上
げ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
す
る
と
、
周
り
に
い

る
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
は
、
冷

た
い
目
で
弟
を
見
た
り
、
避
け

て
い
っ
た
り
し
ま
す
。
障
が
い

を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
こ

と
で
、
弟
は
、「
普
通
の
子
と
は

違
う
」「
変
な
子
」「
か
わ
い
そ

う
な
子
」
と
し
て
見
ら
れ
る
の

で
す
。
わ
た
し
は
、
そ
ん
な
弟

を
見
て
い
て
、
何
度
も
辛
い
思

い
を
し
て
き
ま
し
た
。

プ
ー
ル
の
大
好
き
な
弟
の
た

め
に
、
両
親
は
弟
を
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
通
わ
せ
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
障
が

い
者
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で

入
会
を
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
両
親
は
、
再
び
お
願
い
に

「
正
し
い
理
解
」

（
小
学
６
年
生
の
作
文
）

人権シリーズ（№27） 

一人ひとりが一人ひとりが 
輝くために輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）

●メモ用紙　●コピー用紙　●はがき　●封筒
●包装紙　●紙袋　●厚紙　●菓子箱
●トイレットペーパーの芯

※窓付き封筒のビニールやティッシュペーパー

のビニールなどは取り除いてください。

●写真　●感光紙　●感熱紙
●アルミでコーティングされた紙
●防水加工紙　●カーボン紙
●捺染
なつせん

紙（アイロンプリント）
●ラミネート加工紙
●セロハン　●ワックス加工紙
●汚れた紙類（食品が付着したものなど）

※雑紙類を出すときは、雑誌に挟んだり、大きい封筒に

入れるなど、飛散しないように工夫をしてください。

雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類雑紙類

雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）雑紙類として出せない物（燃えるごみ）

詳しくは、ごみリサイクルカレンダーをご
覧ください。
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こ
れ
ま
で
、
東
海
地
震
・
東

南
海
地
震
・
南
海
地
震
の
３
つ

の
地
震
が
、
１
０
０
年
〜
１
５

０
年
の
周
期
で
発
生
し
、
こ
の

地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
東
海
地
震
の
震

源
域
で
は
、
１
８
５
４
年
に
発

生
し
た
安
政
の
東
海
地
震
以

来
、１
５
０
年
以
上
の
間
、大
き

な
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、東
海
地
震
は「
い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

伊
勢
市
で
は
、
市
全
域
が

「
東
海
地
震
防
災
対
策
強
化
地

域
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
東

海
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
や
津

波
に
警
戒
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

る 
知 
る 
知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 
シ
リ
ー
ズ
防
災 

東
海
地
震
は
予
知
で
き
る
？

東
海
地
震
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
予
知
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
唯
一
の
地
震
で
す
。

地
震
が
発
生
す
る
前
に
、
地

殻
変
動
の
ひ
ず
み
計
に
前
兆
現

象
（
前
兆
す
べ
り
）
が
観
測
さ

れ
た
場
合
、
東
海
地
震
の
発
生

を
予
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
象
庁
で
は
、
前
兆
す
べ
り

を
と
ら
え
る
た
め
、
ひ
ず
み
計

な
ど
の
観
測
機
器
を
東
海
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
設
置
し
、

24
時
間
監
視
し
て
い
ま
す
。

東
海
地
震
を
予
知
し
た
ら

国
は
、
東
海
地
震
の
発
生
を

予
知
し
た
ら
、
住
民
に
注
意
を

呼
び
掛
け
る
た
め
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
で
「
東
海
地
震
情

報
」
を
発
表
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

東
海
地
震
情
報
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、
来
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

プレートの沈み込みにより、陸
側のプレートが引きずられ、地
下でひずみが蓄積する 

ひずみの蓄積が限界に近づくと、プレート
の境界で、緩やかな前兆すべりが始まり、
その後、地震が発生する 

はね上がりによって 
地震が発生 

前兆すべりによる地殻のひずみの
変化を観測し、地震の発生を予知 

プレートの 
沈み込み 

ひずみの 
蓄積 

引きずり 
込み込み 
引きずり 
込み 

前兆 
すべり 

出
向
い
た
と
き
も
、
担
当
者
は

一
度
も
弟
に
会
う
こ
と
も
な
く
、

「
こ
こ
は
、健
常
者
の
た
め
の
施

設
で
す
か
ら
」
と
、
断
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
「
健
常
者
の
施
設
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
障
が
い
が
あ

る
人
が
ど
う
し
て
プ
ー
ル
に
入

っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。

プ
ー
ル
の
好
き
な
弟
は
、
障
が

い
が
あ
る
だ
け
で
、
な
ぜ
水
泳

を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
の
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
う
ち
に
、
障
が
い
者
と
い
う

だ
け
で
、
入
会
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
事
実
に
怒
り
が
込
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。

断
ら
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い

弟
は
、
そ
の
日
、「
い
つ
プ
ー
ル

に
行
け
る
の
？
」「
プ
ー
ル
、ど

ん
な
所
？
」
と
、何
度
も
繰
り
返

し
質
問
を
し
て
き
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
そ
の
時
の
弟
の
顔
や

両
親
の
顔
が
、
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
両
親
の

熱
意
に
よ
っ
て
、
弟
は
今
、
別

の
ス
イ
ミ
ン
グ
に
通
っ
て
い
ま

す
。
伏
し
浮
き
が
10
秒
ほ
ど
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
い
つ
も
嬉

し
そ
う
に
通
っ
て
い
ま
す
。
プ

ー
ル
で
の
弟
の
笑
顔
は
、
最
高

に
幸
せ
で
、
見
て
い
る
わ
た
し

に
も
幸
せ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

世
間
に
は
、
弟
の
よ
う
に
障

が
い
が
あ
る
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
障
が
い
に
つ
い
て

分
か
っ
て
い
な
い
と
、
障
が
い

が
あ
る
人
た
ち
は
、
た
く
さ
ん

辛
い
思
い
を
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
障
が
い
が
あ
る
人
た

ち
も
、
障
が
い
が
な
い
人
た
ち

も
、
共
に
幸
せ
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
か

ら
目
を
背
け
ず
、
正
し
く
見
て

ほ
し
い
で
す
。
多
く
の
人
た
ち

が
障
が
い
を
正
し
く
理
解
で
き

る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
平
成
19
年
度
「
人
権
の
芽
」
よ
り
）

前兆すべりとは？

震源域の一部（プレー

トとプレートが強くくっ

ついている境界部分）が

地震の発生前にはがれ、

ゆっくりと滑り、動き始

める現象です。

東
海
地
震
の
発
生
に
備
え
て
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そ
の
ほ
か

●

受
講
の
可
否
は
、
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

●

受
講
料
は
、
各
教
室
の
初
回
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

●

定
員
に
満
た
な
い
教
室
は
、
５
月
31
日
（土）

ま
で
受
け
付
け
を
延
長
し
ま
す
。（
申
し
込
み

者
が
少
な
い
教
室
は
、
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

●

平
成
20
年
度
か
ら
、
外
国
人
講
師
に
よ
る

英
会
話
教
室
（
初
級
）
を
始
め
ま
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
人
（
学
生

を
除
く
）

申
し
込
み

４
月
７
日
（月）
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
（
下
図
参
照
）
を
記

入
し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
平
成
18
年
度
後
期
、
平
成
19

年
度
前
期
・
後
期
の
３
期
の
う

ち
、
２
期
以
上
受
講
し
て
い
な

い
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
４

月
８
日
（火）
・
午
前
10
時
か
ら
、

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
で
、
公
開
抽

選
を
行
い
ま
す
。

※
カ
ラ
オ
ケ
・
ヨ
ガ
・
太
極
拳

は
、
複
数
の
教
室
が
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
ぞ
れ
１
つ
の
教
室
し
か

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
じ
教
室
に
何
枚
申
し
込
ん

で
も
、
１
枚
と
し
て
扱
い
ま
す
。

※都合により、教室の日程を変更する場合があります。 

※受講料のほかに、教材費などが別途必要となる教室があります。 

3,300円 

3,300円 

3,300円 

3,300円 

6,000円 

6,000円 

6,000円 

6,000円 

3,300円 

3,300円 

3,300円 

3,300円 

3,300円 

3,300円 

6,500円 

6,000円 

6,000円 

6,000円 

6,000円 

6,000円 

6,000円 

6,000円 

30人 

35人 

35人 

30人 

45人 

45人 

45人 

24人 

25人 

35人 

35人 

35人 

25人 

25人 

35人 

40人 

40人 

25人 

25人 

50人 

50人 

50人 

11回 

11回 

11回 

11回 

20回 

20回 

20回 

20回 

11回 

11回 

11回 

11回 

11回 

11回 

20回 

20回 

20回 

20回 

20回 

20回 

20回 

20回 

陶芸  

パッチワーク  

ペン習字 

絵手紙 

 

カラオケ 

 

英会話（初級）  

華道（二葉流）  

伊勢型紙  

俳画  

実用書道  

籐工芸  

茶道（裏千家） 

趣
味
づ
く
り 

健
康
づ
く
り 

卓球  

気功  

３B体操  

ヨガ
 

 

太極拳 

（楊名時） 

レクダンス 

 

 

 

 

1 

2 

3

 

 

 

1 

2 

1 

2

18：30～20：30 

10：00～12：00 

10：00～12：00 

10：00～12：00 

13：30～15：30 

18：30～20：30 

18：30～20：30 

18：30～20：00 

10：00～12：00 

13：30～15：30 

13：30～15：30 

10：00～12：00 

10：00～12：00 

10：00～12：00

13：30～15：30 

13：30～15：00 

13：30～14：30 

13：30～14：30 

13：30～14：30 

10：00～11：00 

10：00～11：00 

13：30～14：30

毎月第１・３月曜日 

毎月第２・４水曜日 

毎月第１・３木曜日 

毎月第２・４木曜日 

毎週水曜日 

毎週水曜日 

毎週木曜日 

毎週金曜日 

毎月第１・３金曜日 

毎月第２・４金曜日 

毎月第１・３金曜日 

毎月第１・３土曜日 

毎月第２・４月曜日 

毎月第１・３月曜日 

毎週水曜日 

毎週木曜日 

毎週金曜日 

毎週水曜日 

毎週土曜日 

毎週金曜日 

毎週土曜日 

毎週土曜日 

平成20年度前期　サンライフ伊勢教室 

受講料 定員 回数 教室名 曜日・時間 

サンライフ伊勢 

平成平成2020年度年度 
前期前期（4～9月）月）教室教室の 

受講者受講者を募集募集 

平成平成2020年度年度 
前期前期（4～9月）月）教室教室の 

受講者受講者を募集募集 

平成20年度 
前期（4～9月）教室の 

受講者を募集 
サンライフ伊勢（1@81266）

往 信 

郵便往復はがき 

日本郵便 

50
5 1 6 0 0 7 6

返 信 

郵便往復はがき 

日本郵便 

50

往復はがきの書き方 

伊勢市八日市場町 
13番13号 

サンライフ伊勢教室 係 

（往信用表） （返信用裏） 

（何も記入しないでください） 住所 
 
氏名　様 

①講座名 

②氏名（ふりがな） 

③住所 

④年齢 

⑤性別 

⑥電話番号 

⑦「勤労者」または 

　「無職」の 

　どちらかを記入 

（返信用表） （往信用裏） 
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図書館へ行こう！

伊勢図書館 小俣図書館
00 7 7

0 0 7 8

1
FAX

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

内　容 絵本の読み聞かせ、紙芝居

と　き ４月24日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 赤ちゃん絵本の紹介・読み聞かせ、手遊

びなど

と　き ４月13日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「うずらちゃんのかくれんぼ」「おたまじゃ

くしの101ちゃん」ほか

と　き ４月20日（日）、午後２時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 テーマに沿った本の紹介（ブックトーク）

や耳で楽しむおはなし会（ストーリーテ

リング）、みんなが参加して色とりどりの

こいのぼりを作ります

定　員 40人（先着順）

申し込み ４月５日（土）から、直接・電話・ファクス

で同館へ

と　き ５月～平成21年２月の毎月第２木曜日（10月

のみ第４木曜日、計10回）、午前10時30分～

ところ ２階・視聴覚室

対　象 すべての講座を受講することができる人

（子どもと一緒に参加することができます）

内　容 絵本の選び方や与え方など、子どもと一

緒に楽しめる絵本の講座

講　師 橋村孝子さん（えほんと童話の店みやが

わ書店店長）

定　員 30人程度（先着順）

申し込み ４月10日（木）から、直接・電話・ファクス

で同館へ

21

21

3 9 0 0

3 9 0 2

1
FAX

29

29

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

上映会

みんな集まれ!! 
子ども読書の日～本の世界を広げよう～

平成20年度「絵本と子育て講座」

開館時間

４月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

４月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

★赤ちゃんおはなし会 ４月10日（木）、午前11時～
★たんぽぽおはなし会 ４月12日（土）、午後３時～
★ピッポの会・紙芝居 ４月20日（日）、午前11時～
★図書館おはなし会 ４月26日（土）、午後３時～

※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き ４月19日（土）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 戦争レクイエム「ＴＯＭＯＲＲＯＷ明日」

（イタリア・サレルノ映画祭最優秀監督

賞受賞）

★木目込み人形展

と　き ４月３日（木）～７日（月）、午前９時～午後７

時（最終日は午後３時まで）

★小俣町十二景水彩画展

と　き ４月16日（水）～30日（水）、午前９時～午後

７時

※いずれも場所は、２階・ギャラリーです。

内　容 平成21年３月31日まで、読んだ本のタイ

トルと感想を、参加用紙に書きためてい

きます（たくさん読んだ小・中学生には

賞状が贈られます）

申し込み ４月23日（水）から、直接同館へ（電話・ファ

クス不可）

★百花繚乱

春をテーマに、園芸の本などを紹介します

★春を見つけに～ハイキング特集～

ウォーキングからお弁当の作り方まで幅広く紹

介します

★わたしがえらぶいちおし絵本（子ども読書の日特集）

と　き ４月23日（水）～５月５日（祝）

内　容 子ども読書の日（４月23日）にちなんで、

利用者の皆さんが選んだ「いちばん好き

な絵本」を展示します

午前９時～午後７時

おはなし会

開館時間

ギャラリー展示

読書ラリーの参加者を募集

今月の特集コーナー

上映会

りょうらん
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〈一次救急〉休日・夜間応急診療所 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 
19：30～22：00

内　科 
小児科 

内　科 

昼間 
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

夜間 
19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

月曜日～ 
　土曜日 

日曜日 
祝　日 

妊
婦
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

妊
娠
中
は
、
特
に
健
康
に
気

を
付
け
た
い
も
の
で
す
。

少
な
く
と
も
毎
月
１
回
（
妊

娠
24
週
以
降
は
２
回
以
上
、
さ

ら
に
妊
娠
36
週
以
降
は
毎
週
１

回
以
上
）
は
、
医
療
機
関
や
助

産
所
で
健
康
診
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

〜
す
こ
や
か
な
妊
娠
と

出
産
の
た
め
に
〜

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
を

２
回
か
ら
５
回
に
拡
大
！

休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療

二
次
救
急

症
状

重
症
の
場
合
（
一
次
救

急
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

と
き
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

と
き
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や
入

院
が
必
要
な
と
き
）

医
療
機
関

二
次
救
急
医
療
機

関
（
山
田
赤
十
字
病
院
、
伊
勢

総
合
病
院
）

※
当
番
日
を
決
め
、
交
代
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

一
次
救
急

症
状

比
較
的
軽
症
の
場
合（
急

病
に
な
っ
た
と
き
、救
急
車
を
呼

ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
す
ぐ

に
治
療
を
受
け
た
い
と
き
な
ど
）

医
療
機
関

一
次
救
急
医
療
機

関
（
か
か
り
つ
け
医
、
休
日
・

夜
間
応
急
診
療
所
な
ど
）

※
重
症
の
人
や
、
下
表
の
診
療

時
間
以
外
・
診
療
科
目
以
外
で

診
療
を
受
け
た
い
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
ま
た
は
医

療
ネ
ッ
ト
み
え
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.q
q
.p
re
f.

m
ie
.jp
/

）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

妊
婦
健
康
診
査
っ
て

何
を
す
る
の
？

妊
婦
の
健
康
状
態
や
、
お
な

か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
状
態
を

確
認
す
る
た
め
、
身
体
測
定
や

血
液
・
血
圧
・
尿
な
ど
の
検
査

を
行
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
病
気
な

ど
に
か
か
っ
た
場
合
に
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
の

助
成
回
数
が
拡
大
！

市
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査
に

掛
か
る
費
用
を
助
成
し
て
お
り
、

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に
渡

す
「
母
子
保
健
の
し
お
り
」
の

中
に
あ
る
「
妊
婦
一
般
健
康
診

査
票
」
で
健
康
診
査
の
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
助
成
回
数
は
２

回
で
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら

５
回
に
増
え
ま
す
。

な
お
、
３
月
31
日
ま
で
に
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

人
に
は
、
３
回
分
（
増
え
た
分
）

の
診
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

※
転
入
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

伊
勢
市
の
「
母
子
保
健
の
し
お

り
」
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

健
康
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
か
ら
は
、
助
産
所

で
も
市
が
助
成
す
る
妊
婦
健
康

診
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 
健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
６
１
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き

４
月
24
日
（木）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
６
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容

離
乳
食
（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

４
月
１
日
（火）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室
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障
が
い
の
あ
る
人
が
軽
自
動

車
を
所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い

る
場
合
、
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
の
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
車
両

４
月
１
日
現
在
で
、

自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）
に

記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
・
使

用
者
の
い
ず
れ
か
が
、
左
表
の

等
級
の
障
が
い
者
の
名
義
に
な

っ
て
い
る
軽
自
動
車
（
リ
ー
ス

車
両
を
除
く
）

※
対
象
者
が
未
成
年
者
ま
た
は
知

的
障
が
い
者
な
ど
の
場
合
は
、
保

護
者
の
名
義
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

申
請
期
限

５
月
26
日
（月）

申
請
場
所

課
税
課
の
②
番
窓

口
ま
た
は
各
総
合
支
所
生
活
環

境
課

※
減
免
さ
れ
る
の
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
１
人
に
つ
き
１
台
で

す
。
普
通
自
動
車
で
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
や
、

受
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
20
年
度
に
新
た
に
申
請

す
る
人
は
、各
種
手
帳
・
印
鑑
・

車
検
証
・
運
転
者
の
運
転
免
許

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限

が
平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で
の

場
合
は
、
更
新
手
続
き
を
済
ま

せ
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
改
造
さ
れ
た
車
両
に
つ
い

て
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
課
税
課
軽
自
動
車

税
担
当
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免

軽
自
動
車
税
の
減
免 

軽
自
動
車
税
の
減
免

軽
自
動
車
税
の
減
免 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

平
成
　
年
度 

20

課
税
課
軽
自
動
車
税
担
当
（
1
@1
５
５
３
１
）

軽自動車税の減免の対象となる等級 

※本人運転とは、対象者本人が軽自動車を運転する場合です。 
※家族運転とは、対象者と生計を同一にする人が、対象者のた
めに軽自動車を運転する場合です。ただし、通院・通勤・通学・
生業のために、週１回以上軽自動車を使用することが条件です。 
※介護者運転とは、対象者のみで構成する世帯を常時介護する
人が、対象者のために軽自動車を運転する場合です。ただし、
週３回以上、１年以上にわたって継続的に軽自動車を使用する
ことが条件です。 

視覚障害 

聴覚障害 

平行機能障害 

喉頭摘出による 
音声機能障害 

上肢機能障害 

下肢機能障害
 

 

体幹機能障害 

内部障害 

知的障害 

精神障害 

障害名 本人運転 家族・介護者運転 

１～３級・４級（１種のみ） 

２級・３級 

３級 

３級 

１級・２級（１種のみ） 

１～６級 
１～２級・ 

３級（１種のみ） 

１～３級・５級 １～３級 

１～３級 

Ａ（重度・最重度） 

１級 

主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 
中央保健センター 

二見老人福祉センター 

ハートプラザみその 

４月 1日 （火） 

13：30～15：00

小俣保健センター 

（成人栄養相談は要予約） 

成人健康相談 

成人栄養相談 

健康課 

二見総合支所福祉健康課 

9：30～11：00４月 8日 （火） 

４月 15日 （火） 

４月 22日 （火） 

小俣保健センター 9：30～11：00４月 2日 （水） 小俣保健センター 

ハートプラザみその 13：30～15：00４月 10日 （木） 御薗総合支所福祉健康課 

中央保健センター 13：30～15：00４月 17日 （木） 健康課 

二見老人福祉センター 9：30～11：00４月 23日 （水） 二見総合支所福祉健康課 

9：00～11：00

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 
17：30～19：00

毎月第２火曜日 

（４月08日） 

伊勢保健福祉事務所 

（1　5148） 

13：00～15：00４月 24日 （木） 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

エイズ検査 

毎週火曜日 

こころの健康相談（要予約） 

@7

健康づくり通信健康づくり通信 健康づくり通信 
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〈
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

募
集
募
集

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
:/
/
w
w
w
.city
.ise.m

ie.jp

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

活
動
団
体
が
、
元
気
で
活
気
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
、
市
民
自
治

の
担
い
手
と
し
て
活
動
を
継
続
的
に
行

う
た
め
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象

市
内
で
地
域
貢
献
活
動
に
取
り

組
む
団
体
（
一
部
、
対
象
外
と
な
る
団

体
が
あ
り
ま
す
）

補
助
金
額

１
事
業
に
つ
き
補
助
対
象

経
費
の
10
分
の
８
以
内
（
上
限
額
10
万
円
）

対
象
事
業
の
実
施
期
間

４
月
１
日
〜

平
成
21
年
３
月
31
日

申
請
方
法

４
月
17
日
（木）
〜
５
月
16

日
（金）
（
郵
送
の
場
合
は
５
月
15
日
（木）

必
着
）
に
、
申
請
用
紙
な
ど
を
直
接
ま

た
は
郵
送
で
同
課
（
〒
516
│

8601
岩
渕
１

丁
目
７
│

29
）
へ

※
申
請
用
紙
な
ど
は
、
同
課
・
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
・
各
支
所
・
い
せ
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
南
館
（
パ
ル
テ
ィ
い

せ
）
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ

ア
・
二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
福
祉

健
康
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

広
報
広
聴
課
（
1
@1
５
５
１
５
）

伊
勢
市
都
市
計
画
審
議
会

委
員
の
募
集

都
市
計
画
課
（
1
@1
５
５
９
１
）

対
象

市
内
に
在
住
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

活
動
内
容

●

市
政
へ
の
意
見
や
要
望
の
提
出

●

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

●

市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議（
年
３
回
程
度
）

へ
の
出
席

期
間

第
１
回
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
の

開
催
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

定
員

16
人
以
内
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
地
域
性
・
年
齢
・
性
別
な
ど

を
考
慮
し
選
定
）

申
し
込
み

４
月
21
日
（月）
ま
で
に
、
応

募
の
動
機
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
516
│

8601
岩
渕
１
丁

目
７
│

29
、
FAX
@2
９
６
９
９
、
ア
ド
レ
ス

is
e
-k
o
h
o
@
c
ity
.is
e
.m
ie
.jp

）
へ

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
任
期

満
了
時
に
、
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
）

市
が
定
め
る
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

や
都
市
計
画
な
ど
に
つ
い
て
調
査
審
議

を
行
う
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
、
市
の
都

市
計
画
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

内
容

審
議
会
へ
の
出
席
（
年
間
４
回

程
度
）
、
行
政
計
画
な
ど
の
調
査
審
議

を
行
う
委
員
会
へ
の
出
席
（
随
時
）

任
期

６
月
１
日
〜
平
成
22
年
５
月
31

日
（
２
年
間
）

定
員

５
人
以
内

申
し
込
み

４
月
１
日
（火）
〜
５
月
１
日

（木）
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
次
の
提
出

書
類
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
516
│

8601
岩

渕
１
丁
目
７
│

29
、
FAX
@1
５
５
８
５
、

to
s
h
ik
e
i@
c
ity
.is
e
.m
ie
.jp

）へ

提
出
書
類

●

応
募
用
紙
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）

●

小
論
文
（
テ
ー
マ
「
わ
た
し
の
考
え

る
伊
勢
市
の
将
来
像
」
に
つ
い
て
、
ま

た
は
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
自
由
に
テ

ー
マ
を
設
定
、
Ａ
４
用
紙
、
横
書
き
、

１
２
０
０
字
程
度
）

の
・
伊
勢
図
書
館
・
小
俣
図
書
館
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.is
e
.m
ie
.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
定
方
法

５
月
25
日
（日）
に
開
催
す
る

審
査
会
で
、
申
請
団
体
が
行
う
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
事
業
の
説
明
・
ア
ピ

ー
ル
な
ど
）
に
よ
り
、
補
助
団
体
を
選

定
し
ま
す

活
動
報
告
会
・
説
明
会

と
き

４
月
27
日
（日）
、
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ

御
薗
公
民
館
・
２
階
講
堂

内
容

平
成
20
年
度
伊
勢
市
活
性
化
活

動
事
業
の
説
明
、
平
成
19
年
度
に
補
助

を
受
け
た
17
団
体
の
活
動
報
告

※
初
め
て
団
体
を
立
ち
上
げ
る
人
や
、

補
助
金
を
希
望
す
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
市
活
性
化
活
動
事
業
補
助
金

活
動
団
体
の
募
集
と
報
告
会

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

裁
判
所
事
務
官
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種

家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
Ⅰ
種

第
１
次
試
験
日
　
６
月
１
日
（日）

受
験
資
格
　
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭

和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
し
込
み
　
４
月
１
日
（火）
〜
15
日
（火）

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
同
事
務
局
へ

※
受
験
案
内
は
、
各
裁
判
所
に
あ
り
ま
す
。

裁
判
所
職
員
を
募
集

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
４
８
０
５
）
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ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
、
現
地
の
学
校
で

の
語
学
研
修
や
授
業
を
通
し
て
、
国
際

理
解
や
国
際
交
流
を
深
め
、
国
際
的
視

野
を
養
う
た
め
、
中
学
生
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
期
間

８
月
17
日
（日）
〜
25
日
（月）

（
９
日
間
）

派
遣
先

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト

対
象
者

市
内
在
住
の
中
学
３
年
生

定
員

30
人

参
加
費

18
万
円
程
度
（
総
費
用
の
３

分
の
２
）

※
渡
航
手
続
き
に
か
か
る
費
用
な
ど
は
、

別
途
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

選
考

英
語
試
験
、
作
文
、
面
接
な
ど

に
よ
り
選
考
し
ま
す

申
し
込
み

４
月
17
日
（木）
〜
５
月
９
日

（金）
（
必
着
）
に
、
申
込
書
・
誓
約
書
を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
課
（
〒
516
│

8601

岩
渕
１
丁
目
７
│

29
）
へ

※
申
込
書
・
誓
約
書
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
・
市
内
の
中
学
校

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.is
e
.

m
ie
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員
　
下
表
の
と
お
り

対
象

伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
最
終
の
開
催
日
現

在
で
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

内
容

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
水
中

運
動

申
し
込
み

４
月
１
日
（火）
〜
14
日
（月）
に
、

国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、同

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
へ

※
申
込
書
と
誓
約
書
（
健
康
状
態
の
申

告
、
施
設
利
用
時
の
規
則
の
遵
守
に
つ

い
て
）
へ
の
記
入
が
必
要
で
す
。

※
体
調
な
ど
に
不
安
が
あ
る
人
は
、
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
抽
選
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

オーストラリア派遣交流事業の

参加者を募集

市民参画交流課（1@1５５４９）

国
保
水
中
運
動
教
室
の

参
加
者
を
募
集

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
６
４
６
）

ヒールスパイセ 

 

ベスパスイミングスクール 

5/13・20・27、 
6/3・10・17・24、7/1 
〔火曜日・全8回〕 
14 : 00～15 : 00

20人 

 

 

30人 

国保水中運動教室 

※２つの教室のうち、いずれか１つを選んでください。 

※申し込み多数の場合は抽選となります。 

ところ 

（岩渕1丁目2-13） 

（川端町203-2） 

5/2・9・16・23・30、 
6/6・20・27 

〔金曜日・全8回〕 
13 : 30～14 : 30

とき 定員 

国
家
公
務
員
を
募
集

人
事
院
中
部
事
務
局

（
1
名
古
屋
０
５
２
・

９
６
１
・
６
８
３
８
）

下
表
の
と
お
り
、
国

家
公
務
員
を
募
集
し
ま

す
。

※
申
し
込
み
用
紙
・
受

験
案
内
は
郵
便
で
も
請

求
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
同
事
務
局
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国家公務員採用試験  

　　　 申し込み期間 

4月 1日（火）～  8日（火） 

4月11日（金）～ 22日（火） 

6月24日（火）～ 7月1日（火） 

4月 1日（火）～ 14日（月） 

4月 1日（火）～ 14日（月） 

4月 1日（火）～ 14日（月） 

7月22日（火）～ 8月5日（火） 

7月22日（火）～ 8月5日（火） 

7月22日（火）～ 8月5日（火） 

7月22日（火）～ 8月5日（火） 

7月22日（火）～ 8月5日（火） 

8月28日（木）～ 9月9日（火） 

7月22日（火）～ 8月5日（火） 

4月 1日（火）～ 8日（火） 

8月28日（木）～9月9日（火） 

　　　試験名 

国家公務員Ⅰ種 

国家公務員Ⅱ種 

国家公務員Ⅲ種 

国税専門官 

労働基準監督官 

法務教官 

航空管制官 

皇宮護衛官 

刑務官 

入国警備官 

航空保安大学校学生 

海上保安大学校学生 

海上保安学校学生 

海上保安学校学生（特別） 

気象大学校学生 

試
験
日

５
月
17
日
（土）
（
飛
行
要
員
希

望
者
は
５
月
18
日
（日）
）

申
し
込
み

４
月
１
日
（火）
〜
５
月
12
日
（月）

一
般
・
技
術

受
験
資
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

（
22
歳
未
満
は
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

に
限
る
、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は

28
歳
未
満
ま
で
可
）

歯
科
・
薬
剤

受
験
資
格
　
専
門
の
大
学
を
卒
業
し
て

い
る
（
見
込
み
を
含
む
）
20
歳
以
上
30

歳
未
満
の
人
（
薬
剤
は
26
歳
未
満
、
薬

学
修
士
取
得
者
は
28
歳
未
満
に
限
る
）

自
衛
官
を
募
集

伊
勢
地
域
事
務
所
（
1
@3
３
８
８
０
）
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危
険
物
取
扱
者
試
験
・
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課
（
1
@5
１
２
６
３
）

全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
横
輪
桜
が

一
面
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

な
お
、
ま
つ
り
期
間
中
は
、
郷
の
恵

「
風
輪
」
を
開
館
し
ま
す
。

と
き

３
月
30
日
（日）
〜
４
月
13
日
（日）
・

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
４
月
５
日
（土）

〔
夜
桜
ま
つ
り
〕は
午
後
９
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

郷
の
恵
「
風
輪
」

内
容

【
平
日
】
押
し
花
教
室
な
ど
の

各
種
教
室
、
【
土
曜
日
・
日
曜
日
】
和

太
鼓
や
二
胡
の
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
中
西
里
絵
（
横
輪

町
出
身
演
歌
歌
手
）
・
堤
け
ん
と
歌
謡

シ
ョ
ー
、
民
謡
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

な
ど

※
詳
し
く
は
、
「
風
輪
」
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

横
輪
桜
の
里
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

申
し
込
み

４
月
20
日
（日）
ま
で
に
、
横

輪
桜
の
写
真(

４
つ
切
り
サ
イ
ズ)

を

「
風
輪
」
へ

作
品
展
示

５
月
３
日
（祝）
に
、「
風
輪
」

へ
展
示
し
ま
す

※
入
賞
作
品
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

催
し
物

催
し
物

試
験
試
験

乙
種
（
全
類
）
試
験
・
丙
種
試
験

と
き
　
６
月
22
日
（日）

と
こ
ろ
　
皇
學
館
大
学

申
し
込
み
　
４
月
18
日
（金）
〜
30
日
（水）

に
、
願
書
（
同
課
・
各
分
署
・
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
）
を
、
（財）
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
（
1
津
０
５

９
・
２
２
６
・
８
９
３
０
、
〒
514
│

0002

津
市
島
崎
町
３
１
４
）
へ

予
備
講
習
会

と
き

５
月
16
日
（金）
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
観
光
文
化
会
館

科
目
　
乙
種
第
４
類

定
員
　
１
０
０
人
程
度
（
先
着
順
）

受
講
料
　
４
０
０
０
円
（
希
望
者
の
み

教
材
費
が
別
途
必
要
）

申
し
込
み
　
４
月
21
日
（月）
〜
５
月
９
日

（金）
に
、
申
込
書
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）

を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
（社）
三
重
県

危
険
物
安
全
協
会
（
1
津
０
５
９
・
２

２
６
・
８
３
７
８
、
〒
514
│

0002
津
市
島

崎
町
３
１
４
）
へ

※
会
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

横
輪
町
桜
ま
つ
り
２
０
０
８

郷
の
恵
「
風
輪
」（
1
#9
１
７
４
１
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
追
加
募
集

管
財
契
約
課
（
1
@1
５
５
２
６
）

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
個
人

利
用
車
両

軽
自
動
車
、
小
型
自
動
車
、

普
通
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

利
用
期
間

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

利
用
料
金

月
額
８
２
４
０
円

申
し
込
み

次
の
提
出
書
類
を
持
参
し
、

同
課
へ

提
出
書
類

車
検
証
の
写
し
、
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の
（
市
内
在
住
の
人
の
み
）、
勤
務

先
の
在
職
証
明
書
（
市
外
在
住
の
人
の
み
）

※
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

労
働
福
祉
会
館
を
閉
館
し
ま
す

商
工
労
政
課
（
1
@1
５
５
６
８
）

昭
和
48
年
の
開
館
以
来
、
労
働
者
の

福
利
増
進
や
市
民
の
文
化
活
動
の
拠
点

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
労
働
福
祉
会

館
は
、
施
設
の
老
朽
化
と
県
伊
勢
庁
舎

の
移
転
・
改
築
に
伴
い
、
７
月
31
日
（木）

で
閉
館
し
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ほ
か
の
施
設

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
19
日
（土）
（
大
雨
・
強
風
・

増
水
時
は
20
日
（日）
・
21
日
（祝）
・
８
月
30

日
（土）
・
31
日
（日）
に
順
次
延
期
）

※
な
お
、
平
成
21
年
以
降
は
、
海
の
日

を
含
む
３
連
休
の
土
曜
日
と
し
ま
す
。

と
こ
ろ

宮
川
河
畔
・
度
会
橋
上
流

市営吹上駐車場位置図

第
56
回
伊
勢
神
宮
奉
納

全
国
花
火
大
会
に
つ
い
て

観
光
事
業
課
内
・
伊
勢
神
宮
奉
納
全
国

花
火
大
会
事
務
局
（
1
@1
５
５
６
６
）



固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧

平
成
20
年
度
の
土
地
お
よ
び
家
屋
の

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。（
償

却
資
産
を
除
く
）

と
き

４
月
１
日
（火）
〜
30
日
（水）

と
こ
ろ

課
税
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
内
容

●

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

●

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、
家

屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、評
価
額

19 平成20年４月号

最新型ＭＲＩ装置を

伊勢総合病院に導入

伊勢総合病院（1@3５１１１）

伊
勢
総
合
病
院
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

を
更
新
し
、
最
新
型
高
磁
場
Ｍ
Ｒ
Ｉ

（
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
）
を
導
入

し
ま
し
た
。

こ
の
装
置
は
、
脳
か
ら
手
足
に
至
る

ま
で
各
臓
器
の
高
精
細
な
撮
像
が
高
速

に
で
き
る
た
め
、
従
来
よ
り
も
短
時
間

で
精
密
な
病
気
の
診
断
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

最
新
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導
入
に
よ
り
、
病

気
の
早
期
発
見
や
、
体
へ
の
負
担
が
少

な
い
治
療
が
期
待
で
き
ま
す
。

健
康
家
庭
表
彰
を
終
了
し
ま
す

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
６
４
６
）

前
年
度（
１
年
間
）に
健
康
保
険
証
を

使
用
し
な
か
っ
た
世
帯
で
、
保
険
料
を

完
納
し
た
世
帯
を
表
彰
す
る
「
健
康
家

庭
表
彰
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

に
表
彰
す
る
分
で
終
了
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
６
４
６
）

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

20
年
度
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目

し
た
新
し
い
健
康
診
査
や
保
健
指
導
が

始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
「
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
４
月
中
旬
以
降
、
同

課
・
健
康
課
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境

課
・
各
支
所
に
設
置
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧
と

課
税
台
帳
の
閲
覧

課
税
課
固
定
資
産
税
係

土
地
に
つ
い
て
（
1
@1
５
５
３
２
）

家
屋
に
つ
い
て
（
1
@1
５
５
３
３
）

を
証
明
す
る
も
の
（
借
地
借
家
人
な
ど

の
代
理
人
の
場
合
に
限
る
）

※
課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明
に
は
手
数

料
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間

中
の
納
税
義
務
者
お
よ
び
所
有
者
（
委

任
を
受
け
た
人
を
含
む
）
の
閲
覧
は
無

料
で
す
。

※
電
話
に
よ
る
照
会
は
で
き
ま
せ
ん
。

路
線
価
の
公
開

宅
地
評
価
の
基
礎
と
な
る
、
す
べ
て

の
路
線
価
を
公
開
し
ま
す
。

路
線
価
と
は
、
宅
地
を
評
価
す
る
た

め
に
道
路
に
付
け
ら
れ
た
価
格
で
、
地

価
公
示
価
格
（
土
地
売
買
の
と
き
に
取

引
価
格
の
目
安
と
な
る
、
国
や
県
が
公

表
し
て
い
る
価
格
）
の
約
７
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。

と
き

年
間
を
通
し
て
公
開
（
平
成
20

年
度
の
路
線
価
に
つ
い
て
は
４
月
１
日

（火）
か
ら
公
開
）

と
こ
ろ

課
税
課
固
定
資
産
税
係

対
象
と
な
る
も
の

宅
地

縦
覧
で
き
る
人

固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
者
は
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
み
、
ま
た
、
家
屋

の
固
定
資
産
税
納
税
者
は
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
み
の
縦
覧
と
な
り
ま
す
。

持
ち
物

●

本
人
…
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

●

代
理
人
…
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
委
任
状

課
税
台
帳
の
閲
覧

年
間
を
通
し
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人
お
よ
び
内
容

●

納
税
義
務
者
…
自
己
の
納
税
対
象
と

な
る
固
定
資
産

●

借
地
借
家
人
…
そ
の
借
地
・
借
家
し

て
い
る
部
分

●

固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利
の
あ
る

所
有
者
や
破
産
管
財
人
な
ど
…
そ
の
権

利
が
あ
る
部
分

持
ち
物

●

本
人
…
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

●

借
地
借
家
人
な
ど
…
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
、
権

利
関
係
を
証
明
す
る
も
の
（
契
約
書
や

裁
判
所
の
選
任
書
な
ど
）

●

代
理
人
…
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
委
任
状
、
契
約

書
や
裁
判
所
の
選
任
書
な
ど
権
利
関
係

４
月
30
日
（水）
は

固
定
資
産
税
の
第
１
期
納
期
で
す

平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
税
･
都
市

計
画
税
の
納
税
通
知
書
と
、
土
地
・
家

屋
の
一
筆
一
棟
ご
と
の
評
価
額
・
課
税

標
準
額
・
参
考
税
額
な
ど
を
記
載
し
た

内
訳
書
を
、
４
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
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母
子
家
庭
の
母
親
で
、
児
童
扶
養
手

当
を
５
年
以
上
継
続
し
て
受
給
し
て
い

る
場
合
、
現
在
受
け
て
い
る
金
額
の
２

分
の
１
と
な
る
減
額
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。減

額
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
人
に

は
、
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

所
定
の
手
続
き
を
す
れ
ば
減
額
さ
れ
ま

せ
ん
。
案
内
に
記
載
さ
れ
た
期
限
ま
で

に
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正

こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）

国
民
年
金
保
険
料
と

学
生
納
付
特
例
制
度

伊
勢
社
会
保
険
事
務
所（
1
@7
３
６
０
４
）

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
５
５
４
）

国
民
年
金
保
険
料

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

次
の
と
お
り
で
す
。

月
額
　
１
万
４
４
１
０
円
（
年
額
17
万

２
９
２
０
円
）

定
額
＋
付
加
　
１
万
４
８
１
０
円
（
年

額
17
万
７
７
２
０
円
）

１
年
前
納
　
16
万
９
８
５
０
円
（
納
付

期
限
は
４
月
30
日
（水）
）

付
加
前
納
　
17
万
４
５
６
０
円
（
納
付

期
限
は
４
月
30
日
（水）
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
学
生
が
届

け
出
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
在
学
期
間

中
の
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る
制
度
で

す
。
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
事
故
や
病

気
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
、

障
害
基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
適
用
を
希
望

す
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
・
印
鑑
・
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）

を
持
参
し
、
医
療
保
険
課
・
各
総
合
支

所
生
活
環
境
課
・
各
支
所
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
満
75
歳
以
上
の
人

利
用
で
き
る
バ
ス
路
線

●

三
重
交
通
（株）
が
市
内
で
運
行
す
る
一

般
乗
合
バ
ス
路
線
全
線
（
伊
勢
志
摩
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
線
を
除
く
）

●

市
が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
お
か
げ
バ
ス
）
路
線
全
線

交
付
内
容
　
回
数
券
（
１
０
０
円
券
）

40
枚

有
効
期
間
　
４
月
１
日
（火）
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
（火）

申
請
先
　
長
寿
課
・
各
総
合
支
所
福
祉

健
康
課
・
各
支
所

申
請
方
法

●

３
月
31
日
現
在
、
満
75
歳
以
上
の
人

…
３
月
下
旬
に
郵
送
す
る
通
知
に
従
い

申
請

●

４
月
１
日
以
降
に
満
75
歳
に
な
る
人

…
誕
生
月
の
１
日
以
降
に
申
請
（
対
象

者
に
は
随
時
通
知
を
郵
送
し
ま
す
）

申
請
に
必
要
な
物
　
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
、
平
成

19
年
度
の
寿
バ
ス
乗
車
券
の
残
り
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）、
通
知
書
の
封
筒
、

印
鑑

減
額
さ
れ
な
い
人

●

就
業
し
て
い
る
人

●

求
職
活
動
な
ど
、
自
立
を
図
る
た
め

の
活
動
を
し
て
い
る
人

●

身
体
障
が
い
者
ま
た
は
精
神
障
が
い
者

●

負
傷
・
疾
病
な
ど
に
よ
り
就
業
が
困

難
な
人

●

監
護
す
る
児
童
ま
た
は
親
族
が
、
障

が
い
・
負
傷
・
疾
病
・
要
介
護
状
態
な

ど
に
あ
り
、
介
護
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
就
業
が
困
難
な
人

寿
バ
ス
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

長
寿
課
（
1
@1
５
５
５
９
）

（
1
$2
１
１
１
３
）

（
1
@2
７
８
６
２
）

（
1
@2
０
２
６
１
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

■勢田川水質調査結果 

測定地点 
勢田川 

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋 

BOD  
（mg／R） 

平成20年２月結果 

平成19年２月結果 

平成18年度平均 

4.5 

5.4 

3.2

4.0 

25.0 

10.1

4.0 

6.7 

6.7

1.2 

5.8 

2.6
環境基準 5mg／R以下（勢田大橋） 

（２月19日　三重県環境保全事業団　分析） 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 
　河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大きいほど汚れてい

ることを示します。 

　水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費される酸素の量を「ミ

リグラム／リットル」で表したものです。 

環境課（1@1５５４２）



ケーブルテレビ番組案内ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 ～4月～月～ ～4月～ 
※放送時間や内容は、変更することがありますのでご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて  きいて  伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● 未定 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 
※iTVニュースは、月曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し
ます。土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ
ジェストを放送します。 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

 
 
 
 
 

3/31～4/6 
 ●  固定資産税の納付 

4/7～13 
 ● 「健康の日」啓発事業 

　（低カロリー・バランス食） 
 ● このごみ、何ごみ？ 

4/14～20 
 ● 予防接種 
 ● 豪州中学生派遣交流事業の募集 

4/21～27 
 ● 妊婦健康診査 
 ● 伊勢市子ども読書活動推進計画 

4/28～5/4 
 ● 脳活性化教室（認知症予防） 
 ● 軽自動車税の納付 

■お知らせ 

分 番組 

3/31～4/6

0 

30 

40 

0 

10 

 25

iTVニュース 

ひよこくらぶ 

よいとこせ 

ちいさな店 

歴史街道 

鳥羽水族館新・水の惑星紀行 

分 番組 

4/7～13

0 

30 

40 

0 
 

25

iTVニュース 

伊勢志摩の特産品 

このまちの昭和 

探歩々隊 
 

Ladies Angler

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

4/14～20

0 

30 

40 

0 

10 

25

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ3 

伊勢志摩リアスな体験 

おかげ横丁だより 

暮らしのぞき箱 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

4/21～27

0 

30 

40 

0 

10 

25

iTVニュース 

もぎとぴ 

スポーツで遊ぼう！ 

イオン明和ケーブルナビ 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12 

桂文我の伊勢本街道 

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

21 平成20年４月号

薔薇の湯 

菖蒲の湯 

緑茶の湯 

納涼の湯 

どくだみの湯 

檸檬の湯 

森林の湯 

絹のお風呂 

アロマレモンバーム 

ロイヤルゼリー湯 

ハイビスカスの湯 

大豆風呂 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

離宮の湯のご案内 離宮の湯のご案内 離宮の湯のご案内 かわり湯（4月～9月） 

 季節湯 
（毎月10日・20日） 

イベント湯 
（毎月26日・30日） 

小俣保健センター隣 

午後2時～10時（最終入場：午後9時） 

火曜日、１月１日・2日 

中学生以上350円・小学生150円・ 

小学生未満70円 

※該当日が火曜日の場合は、翌日となります。 

※タオル・石けん・シャンプーなどの入浴用品は、
販売していますが、できる限り持参してください。
なお、浴室内には備えていません。 

場　　所  

営業時間  

休 業 日  

入浴料金  

離宮の湯（1@20548） 

れもん  



種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週月曜日・火曜日・木曜日、午前９時～午後１時

毎週水曜日・金曜日、午前９時～午後５時

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き ４月29日を除く毎週火曜日

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 ５人（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日
（実施しない場合があります）

午前９時30分～午後４時30分

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

と　き 第１水曜日（４月２日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（４月９日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（４月16日）

午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所

（1@26617）

と　き 第４水曜日（４月23日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の
不登校・いじ
め・友人関係・
学習など

非行・いじめなど

小・中学生の教育

〈要予約〉

臨床心理士による

福祉サービスの
利用相談・日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

平成20年４月号 22



種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けることはで
きません

と　き 毎週月曜日
午後１時30分～３時30分

ところ 広報広聴課（1@15515）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ８人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き ４月17日（木）

午後１時30分～３時30分
ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）（1$33994）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み ４月10日（木）～16日（水）に、社会

福祉協議会二見支所へ来所また
は電話

と　き ４月24日（木）

午後１時30分～３時30分
ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）（1@72425）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み ４月17日（木）～23日（水）に、社会

福祉協議会伊勢支所へ来所また
は電話

と　き 第３水曜日（４月16日）
午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）
定　員 ４人（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日
午前９時～午後４時
（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口
(三重県栄町庁舎・３階）
（1津059ー228ー7350）

（ ）

と　き ５月１日（木）

午後１時30分～３時30分
ところ 小俣保健センター
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み ４月24日（木）～30日（水）に、社

会福祉協議会小俣支所（1@7

0509）へ来所または電話
※４月中に申し込みを開始するため、今
月号で掲載します。

23 平成20年４月号

4月の無料相談
種 別

行　政

登　記

相談日など

と　き 第２火曜日（４月８日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（４月10日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（1@86158）

と　き 第１木曜日（４月３日）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）
商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き 第２火曜日（４月８日）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き 第３火曜日（４月15日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第４火曜日（４月22日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）

（ ）

消費生活
架空請求など（ ）

多重債務
司法書士による

クレジット・
消費者金融など（ ）

と　き 第３木曜日（４月17日）

午前９時30分～11時30分

（受け付けは午前11時まで）

ところ 市役所本館・２階第１会議室

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前８時30分から

広報広聴課（1@15515）へ電話



赤色回転灯を設置2
下旬

2
11
御頭神事

じ ん じ

まちの話題

松倉自治区（小俣町宮前）は、近年多発す

る不審者による被害を未然に防止するため、

自治区内の公園など3カ所に赤色回転灯を設置

しました。

この回転灯は、ボタンを押すと点灯するよ

うになっていて、不

審者に襲われそうに

なったり、不審者を

目撃したときに、周

囲に異変を知らせる

ことができます。

同自治区では、こ

の回転灯の周知を徹

底するとともに、見

回りを実施し、防犯

力の強化を図ってい

ます。

広

報

御薗町高向で、国の重要無形文化財に指定

されている「御頭神事」が行われました。

この伝統行事は、

約820年前に高向地

区で悪疫が流行した

ときに、御頭を使っ

て舞を踊り、悪疫を

はらったことに由来

するものです。

昼間は高向大社と

地区内で「七起
な な お

こし

の舞」が行われ、夜

間には火の粉が降り

そそぐ中、「打祭
うちまつり

」が

勇壮に行われました。
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絆の森メモリアル２００８3
2

県営サンアリーナと絆の森で「絆の森メモ

リアル2008」が開催され、四郷小６年生児童

による人権創作劇「みんなのふるさと」の上

演、専門家の指導により児童や地元住民など

が作ったツリーハウスのデッキの完成披露、

ツリークライム（ロープを使った木登り）体験

などが行われ、たくさんの人でにぎわいました。

ツリークライム体験では、最初はうまく木

に登れなかっ

た子どもたち

も、すぐにこ

つをつかみ、

森での遊びを

楽しみました。

創作劇「森からのプレゼント」2
17

小俣図書館で、市内の小学生29人とボラン

ティアにより、環境問題を題材にした創作劇

「森からのプレゼント」が公演されました。

子どもたちは、自然環境の大切さや、自然

と共に暮らすことの喜びを観客に伝えようと、

この日まで一生懸命に練習に励んできました。

この日は、2

回の公演で合

計254人の観

客が集まり、

子どもたちの

熱演に、会場

から温かい拍

手が送られま

した。

公民館まつり3
1・2

二見公民館で、講座や自主クラブ活動で作

ったアレンジフラワーや絵手紙、押し花など

の作品展「公民館まつり」が開催されました。

２月中の寒

さが一気にや

わらいだ中、

２日間でおよ

そ560人が訪

れ、力作の数

々に見入って

いました。

人の動き（２月末現在）

総人口 135,836人（－94人）
世帯数 52,901世帯（－16世帯）
男性 64,527人（－54人）
女性 71,309人（－40人） ※外国人登録者を含む。


